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し，免疫組織化学的手法を用いてグワア繕胞の変化の

経時的な観察を行い，成熟ラットにおける脊龍損傷を

対照手術群として商者を比較検討したO 胎存ラット脊

髄損蕩後の組織修復反応は成熟ラットと比較すると，

損傷部では活性fとされたグリア細砲が損傷後早期に短

持慢で消失する，損場部より離れた部｛立では活性化し

たミクログワアが認められない，空龍，壌痕の形或を

認めない，などいくつかの特撮が認められた。

本研究により，活性化されたグリア細胞が損傷後早

期に短時間ですみやかに消退することが損場した中枢

神経の修復に重要な意味を持つ可能性があること，神

経再生に関するグリア縮箆の役害jがグリア細胞自身や

罵匿の繕抱の成熟度，損場部｛立，損傷部周囲の状況な

どの要因で変化する可能性があることが示唆された。

10. 尾蔀懸垂ラットモデルにおける奇麗内血流と骨

量の変化に関する実験的研究

中増正寿（整形外科学）

力学的負荷軽減のモデルとして，尾部懸垂ラットが

広く用いられており，その骨量減少についてはこれま

で様々な報告があるが，下肢の骨髄内の血流量の変化

についての報告は撞めて少ない。尾部懸垂ラットの腔

骨近泣龍の骨髄内血流を計測し，同部位における骨形

慧計測パラメーターを用いた骨量の変化を経詩的に比

較検討し，骨髄内血涜量が骨量の変化に及ぼす影響に

ついて実験的に研究し，検討を加えた。さらに骨粗

慈症治療薬の一つであるエルカトニンの鶏果暫定に着

目し，尾部懸垂ラットの整骨近位部の骨髄内底流量の

エルカトニン投与による変化を溺定し，これが骨量変

化に友ぽす影響も実験的に研究し検討を加えた。結果，

尾部懸垂ラットにおいて，骨髄内車流が骨吸認を抑制

することによって骨ワモデリングに影響している可能

性があり，エルカトニン投与における骨髄内血流量増

加が，骨吸収を持制することによって骨量低下を抑制

している可能性が示唆されたO

11. The vasodilatory effect of tetrahydrobiopterin on 

coronary artery in humans 

（テトラヒドロビオプテリンのヒト冠動巌拡張作用）

1 ) Tetrahydrobiopterin restores endothelial 

function of coronary arteries in patients with 

hypercholesterolaemia 

｛テトラヒドロビオプテリンは高麗車症患者の

冠動霊長内度機能を改善する）

2) Tetrahydrobiopterin improves coronary 

endothelial function, but does not prevent 

coronary spasm in patients with vasospas-

tic angina 

（テトラヒドロピオプテリンは冠準緩性狭心症

患者の冠動療内度機能を設善するが，冠筆縮iま

抑制しない）

福田幸弘（内科学第一）

Study l：高脂血症患者において BH4の冠動振拡張

機茅に内皮由来一酸化窒素（NO〕が関与しているか検

討した。

［対象と方法】冠動援に有意狭窄を認め会い高脂血

症群 9執iと正脂車症群 9例に，アセチルコリン

(A Ch）を冠動援内投与し，冠動脈径と冠血流量を劃

定した。また NO合成欝素盟害剤の NG-monomethyl-

L-arg訟訊e(L-N羽MA）投与前後で AChとBH4を同時

投与し，同様の測定をした。

【結果1高詣血症群では BH4投与により冠動脈径
と冠血流量が増加したが 正詣血症群では変化しな

かった。また BH4の冠動採拡張効果は， L-NMMAで

阻害された。

【結語IBH4の冠動振拡張効果；こ NOの関与が示
唆された。

Study 2：冠肇縮狭心症 (VA）患者において BH4投

与により冠撃結を抑制できるか検許した。

｛対象と方法］ AChにて冠撃縮が誘発されたVA患

者28備を Bヨ4投与群20例とコントロール群8関に分

類し，再度冠撃縮誘発を行ったO

i結果｝ヨH4投与により冠動販径は増加嶺向にあっ
たが冠肇繕は抑制されなかった。

［結語］冠撃縮に明らかな B担4欠乏の関与辻認め

られなかった。

12. Effects of bile components on cholesterol crys-

tallization pathway 

（胆汁組戒のコレステロール結晶析出への影響）

1 ) Quantitative assessment of comparative 

potencies of cholesterol-crystal-promoting 

factors: relation to mechanistic characteri-

zation 

（コレステロール結暴析出促進露子お棺対的作

用評彊一物責的性質4こ贋連して－）

2 ) Partial replacement of bile salts causes 

marked changes of cholesterol crystalliza-

tion in supersaturated model bile systems 

（逼飽和人エ胆汁において毘汁酸の部分置換は

コレステロール結晶析出に著明な影響を友iます）

西岡智司（内科学第一）



コレステロ｝ル過飽和人工胆汁を用いて，胆汁中脂

質組成の変化が，コレステロール結晶析出過程に及ぼ

す影響を吸光度を用いた評価で比較し，その作用機序

をコレステロール担送粒子の物理化学的安定性の変化

から検証し，結晶析出促進効果を相対的に比較検討し

た。親水性リン脂質の置換は ベジクル中の C/P比

を上昇させることにより脆弱化させ，劇的に結晶析出

を促進した。 ConA結合蛋白添加により，結晶析出は

有意に促進されたが，脂質分布動態の変化によってい

るものではないことが明らかとなり，これはベジクル

の融合能の変化といった他の機序によると考えられ

た。親水性胆汁酸の結晶析出抑制の機序は，液晶形成

によるものであり，その効果は，胆汁酸種により，有

意な差はなかった。胆汁脂質組成は，コレステロール

結晶析出に大きく影響を与えており，その制御は，胆

石症の治療および予防に発展していくものと示唆され

た。

13. Angiotensin 11 type 1 receptor expression in 

human pancreatic cancer and growth inhibition 
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by angiotensin 11 type 1 receptor antagonist 

（牒癌における Angiotensin11 type 1 receptor 

(AT1）の発現と， AT1antagonistによる騨癌細胞株

の増殖抑制）

藤本佳史（内科学第一）

【目的］醇癌における AngiotensinII type 1 recep-

tor (ATl）の発現とその働きを検討した。

【対象と方法】手術的に切除された梓癌とヒト梓癌

細胞株3株を対象とした。 1.切除組織における

A Tlの発現を RT-PCRと免疫染色で検討した。 2.

ヒト梓癌細胞株における ATlの発現を RT-PCR,

Western Blotting，および免疫蛍光染色で検討した。

3. Ang-IIと隣癌細胞の結合能を Bindingassayで検

討した。 4.ATl antagonist (L-158, 809）による増殖

能の変化を， cellcounting kitで検討したO

【結果l1.切除騨癌の54%に ATlの発現を認め
た。 2. ヒト騨癌細胞株3株は，いずれも ATlを発

現し細胞膜と細胞質に局在していた。 3. これらは

Ang-IIに特異的な受容体であった。 4. ij華癌細胞の

増殖は L-158,809の濃度依存性に抑制された。


